
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
成
二
六
年
の
清
々
し
い
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
の
あ
っ
た
年
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
本
市
に
お
い
て
も
、
地
域
活

性
化
や
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保

の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進
め
ま
し

た
。
特
に
六
年
振
り
に
赤
浜
地
区
工
業
団

地
へ
の
企
業
誘
致
、
明
秀
学
園
高
萩
キ
ャ

ン
パ
ス
「
明
高
館
」
の
完
成
、
日
本
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
連
盟
が
中
戸
川
で
本
格
的
な

活
動
を
開
始
し
た
こ
と
は
、
雇
用
の
場
の

確
保
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
上
で
大
変

意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
風
土
記
勅
撰
の
詔
か
ら

千
三
百
年
を
迎
え
、
県
内
で
多
彩
な
記
念

行
事
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
萩
市
が
五

月
に
開
催
し
た
「
常
陸
国
風
土
記
勅
撰

１
３
０
０
年
記
念
事
業
」
は
、
県
内
の
風

土
記
関
連
事
業
の
先
駆
け
と
し
て
大
き
な

注
目
を
集
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
十
月
に
開

催
し
た
初
代
松
岡
城
主
戸
沢
政
盛
公
を
顕

彰
す
る「
第
一
回
戸
沢
サ
ミ
ッ
ト
in
高
萩
」

で
は
、
市
内
外
か
ら
大
勢
の
方
に
お
い
で

い
た
だ
き
、
高
萩
の
歴
史
を
考
え
て
い
た

だ
く
大
き
な
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
は
市
制
施
行
六
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
昭
和
二
九
年
十
一
月
二
三
日
に
高
萩

町
、
松
岡
町
、
高
岡
村
の
二
町
一
村
な
ど

が
合
併
し
て
高
萩
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

本
市
が
こ
こ
ま
で
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し

た
の
も
先
人
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
と
市
民

の
皆
さ
ま
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
賜
物
で
あ

り
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

六
十
年
。
人
生
で
あ
れ
ば
、
還
暦
を
迎

え
成
熟
し
た
時
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現

在
の
市
政
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り

ま
す
。
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
厳
し

い
経
済
事
情
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
な
ど
、
数
々
の
山
積
す
る
課
題
の
対
応

に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

と
り
わ
け
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

と
少
子
化
対
策
が
最
重
要
で
ご
ざ
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
公
共
施

設
の
復
旧
は
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
が
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
が
安

心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
災
害
に
強

い
高
萩
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
昨
年
ま
で
に
防
災
無
線
の
整
備
、
エ

リ
ア
メ
ー
ル
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム

「
た
か
は
ぎ
Ｆ
Ｍ
」
の
開
局
な
ど
の
情
報

伝
達
手
段
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
学
校
の
耐
震
化
、
津
波
一
時
避

難
施
設
の
整
備
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

加
え
て
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
、
市
民
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
再
建
が
心
待
ち
に

さ
れ
て
い
る
市
役
所
庁
舎
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
策
定
し
た
「
本
庁
舎
再
建
計
画

【
基
本
構
想
・
基
本
計
画
】」
に
基
づ
き
、

設
計
業
務
に
着
手
し
、
平
成
二
九
年
度
か

ら
の
使
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
明
る
い
未
来
を
築
く
に
は
子
ど

も
達
の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
高
萩
の

将
来
を
担
う
「
萩
っ
子
（
ハ
ギ
ッ
ズ
）」

が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
子
育
て
支

援
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
き
め
細
や

か
に
教
育
環
境
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
三
世
代
交
流
事
業
や
次
世
代
育
成
支

援
対
策
事
業
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
達
を
見
守
り
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

六
十
年
の
節
目
の
今
年
を
新
し
い
ス

タ
ー
ト
の
年
と
し
て
、
高
萩
市
の
豊
か
な

自
然
環
境
や
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
歴
史

あ
る
ま
ち
の
魅
力
を
活
用
し
て
郷
土
愛
と

誇
り
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
夢
や
希
望
を
持
ち
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
未
来
を
共
に
築
い
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
す
ば

ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

高萩市長
草間　吉夫

市制施行60周年
歴史ある高萩の魅力を活用し、郷土愛と誇りを高めましょう

年頭のごあいさつ

謹
賀

　
新
年
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親子でおせち料理に挑戦

　男女共同参画社会の理解と親子の絆を深める料理
教室「お父さんとつくる元気モリモリ簡単ごはん」
（ハーモニーたかはぎ・高萩市主催）が中央公民館で
開かれ、8組 19 人の親子が料理の楽しさを味わい
ました。
　この日は、簡単おせち料理づくりに挑戦。伊達巻
のほか、ちくわやかまぼこをを門松やウサギに見立
てるなど、子どもが楽しめるアイディアレシピに挑
戦しました。お父さんたちは、子どもの手をとり調
理を開始。オリジナリティ溢れる盛り付けを披露し
ました。子どもたちは、皿に盛り付けた料理を見て
満足そうな表情を浮かべていました。凪紗ちゃん、
直樹くんの２人と参加した岡田拓也さんは「息子に誘
われて参加をしました。家でもまた一緒に作りたい」
と笑顔で話してくれました。（今月の表紙）

　北海道より、高萩市の皆様に、謹んで新年の

お慶びを申し上げます。毎年、年頭は未来への

期待を意識するものですが、今年は特に、そし

て久々に、強い期待感を抱いております。

　昨年、２０２０年の東京でのオリンピック・

パラリンピック開催が決まりました。多くの方

が決定の瞬間に歓喜されたことと思います。ス

ポーツ中継に携わるアナウンサーとして私も感

動しましたが、招致活動の現場を取材してきた

方の話を後に知り、更に感慨を深くしました。

　その方によると「東京の招致活動は、他の立候

補都市よりも、深い配慮と自制が働いていた」そ

うです。ライバルを押しのけるのではなく、自分

たちの理念や理想を、論理的に、わかりやすく、

情熱を持って訴えたことが、投票権を持つ委員の

心をとらえました。緻密で、周到な戦略はもちろ

んありましたが、それを遂行する上での姿勢こそ

が、招致成功の大きな要因だったのです。

　配慮や自制といったものは、日本人が伝統的

に美徳としてきた価値観ですが、ここしばらく

私たちを覆ってきた閉塞感の中で揺らいでいた

ように思います。ところが今回、世界中が注目

する招致合戦で、それが評価されました。結果

のみならず、結果を得るための過程で、私たち

が拠りどころとしてきた姿勢が認められたこと

は、大きな自信と、進むべき方向を示してくれ

たように思えます。

　このことは高萩の未来にもあてはまるのではな

いかと思います。自分たちが求めることを、情熱、

配慮、自制を持って世に示す。それが多くの人に

認められれば、自信と誇り、そして活気が湧いて

くる―もちろん、乗り越えるべき課題もあるでしょ

うが、克服を後押しするのも、他ならぬ地域の方々

のエネルギーでしょう。故郷・高萩がより多くの

人に知られ、期待感が北海道まで伝わってくる、

そんな２０１４年になりますことを、皆様のご健

勝とご多幸と合わせ、心より祈念いたします。

げんき！高萩大使
春日町
出　身

からのメッセージ

テレビ北海道アナウンサー

大藤　晋司さん

げんき！高萩大使とは
高萩市にゆかりがあり様々な分野で活躍し
ている方に、市の魅力を広く PR していた
だいています。現在、大藤さんのほか、ベ
トナム料理研究家の鈴木珠美さん、ギタリ
ストの Eiri さんが大使として活動していま
す。

8
12 たかはぎ駅伝競走大会

　124チームがたすきをつなぐ
　第 62回たかはぎ駅伝競走大会（高萩市・高萩市教
育委員会主催、同体育協会ほか後援）が、市役所跡地
を発着点として、市内を周回するコースで行われま
した。レースは、一般・高校生の部が６区間28.5キロ、
中学男子・女子・オープンの部が５区間 14.29 キロ
の 5部門に分かれて争われ、過去最多の計 124チー
ムが出場しました。選手たちは沿道の市民からの声
援を受けながら懸命にたすきをつなぎました。
　結果は 15ページをご覧ください。
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